
は
じ
め
に

本
稿
は
熊
本
県
内
の
祭
礼
で
制
作
さ
れ
る
「
造
り
物
」
に
つ
い
て
、
文
献
調

査
と
制
作
現
場
の
視
察
を
中
心
に
し
た
論
述
で
あ
る
。
こ
こ
で
扱
う「
造
り
物
」

は
富
山
県
高
岡
市
あ
た
り
か
ら
九
州
全
域
ま
で
の
西
日
本
に
多
く
見
ら
れ
た
も

の
で
、
熊
本
県
は
現
在
で
も
「
造
り
物
」
の
制
作
が
盛
ん
で
あ
る
。
熊
本
県
内

の
「
造
り
物
」
の
研
究
を
通
じ
て
、
地
域
性
と
造
形
の
関
係
を
探
り
な
が
ら
、
江

戸
時
代
、
明
治
時
代
の
立
体
造
形
が
、
ど
の
様
に
現
代
の
作
り
手
に
継
承
さ
れ

て
い
る
の
か
を
検
証
す
る
。

松
本
喜
三
郎
の
地
蔵
祭
り
と
「
造
り
物
」
の
伝
播

筆
者
は
拙
稿
「
近
代
日
本
彫
刻
考
（
一
）『
光
雲
懐
古
談
』
を
め
ぐ
っ
て
｣１
に

お
い
て
、
高
村
光
太
郎
の
言
説
を
引
き
な
が
ら
近
代
日
本
彫
刻
が
如
何
に
人
形

の
類
い
を
遠
ざ
け
た
の
か
を
述
べ
た
。
そ
こ
で
高
村
光
雲
が
高
く
評
価
し
た
江

戸
の
生
人
形
師
・
松
本
喜
三
郎
の
い
く
つ
か
の
作
品
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
喜
三
郎
が
残
し
た
生
人
形
を
視
察
し
、
関
係
者
に
取
材
を
す
る
う

ち
に
、
こ
の
強
い
個
性
を
も
っ
た
人
形
師
を
育
ん
だ
地
域
と
地
蔵
祭
り
の
「
造

り
物
」
に
興
味
を
持
ち
、
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

弘
化
元
（
一
八
四
五
）
年
ご
ろ
、
二
〇
歳
前
後
の
喜
三
郎
が
地
元
・
熊
本
の
地

蔵
祭
り
の
「
造
り
物
」
競
技
で
人
形
造
り
の
腕
を
磨
い
て
い
た
こ
と
は
、
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
ご
く
近
い
地
域
に
は
互
い
に
腕
を
競
っ
た
二
歳
年
下
の
人
形

師
・
安
本
亀
八
２

が
い
た
。
こ
の
二
人
が
制
作
し
た
「
造
り
物
」
に
観
衆
が
押
し

寄
せ
て
い
た
様
子
な
ど
、
当
時
の
熱
量
に
つ
い
て
は
大
木
透
の
記
し
た
『
名
匠

松
本
喜
三
郎
』３
に
詳
し
い
。
そ
の
後
、
江
戸
や
大
阪
で
生
人
形
の
評
判
を
ほ
し

い
ま
ま
に
す
る
二
人
が
隣
町
で
腕
を
競
っ
た
こ
と
は
、大
木
の
記
す
よ
う
に「
ま

さ
に
宿
命
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
喜
三
郎
が
地
元
の
地
蔵
祭
り
で
制
作
し
て

い
た
の
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

白
川
べ
り
に
現
存
す
る
地
蔵
堂
の
横
に
、
当
時
一
本
の
老
松
が
翠
蓋
を
広

げ
て
い
た
。
喜
三
郎
は
、
そ
の
松
を
唐
崎
の
松
に
、
白
川
を
近
江
の
湖
水
と

見
立
て
、
湖
水
を
水
馬
で
乗
り
切
つ
た
明
智
左
馬
之
助
が
、
湖
畔
の
蔵
王
堂

に
見
立
て
た
地
蔵
堂
の
柱
に
愛
馬
大
鹿
毛
を
つ
な
ぎ
、
人
馬
愛
別
の
情
景

を
造
り
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
左
馬
之
助
は
等
身
大
の
張
抜
細
工
で
あ
っ

た
。
張
抜
細
工
と
い
う
の
は
、
既
に
三
都
の
人
形
師
間
で
も
や
つ
て
い
た

も
の
で
、
喜
三
郎
の
こ
の
場
合
で
は
、
桐
材
で
頭
部
、
顔
面
を
刻
み
、
そ
れ

を
ノ
コ
ギ
リ
で
二
つ
に
割
り
、
ギ
ヤ
マ
ン
の
眼
球
を
内
面
に
嵌
め
込
ん
だ

上
、
引
き
割
つ
た
桐
材
を
も
と
ど
お
り
に
合
せ
て
密
着
せ
し
め
、
そ
の
表
面

を
髪
で
貼
つ
て
顔
料
を
塗
り
、
頭
髪
、
眉
毛
、
睫
毛
を
つ
け
て
面
貌
が
で
き

上
り
、
頭
に
か
ぶ
と
、
胸
、
胴
は
空
洞
の
張
子
、
そ
れ
に
鎧
を
着
せ
、
鎧
の
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上
に
は
墨
絵
の
竜
の
陣
場
織
、
腕
と
脚
と
は
服
装
に
か
く
れ
、
あ
ら
わ
に

な
っ
て
い
る
手
は
桐
材
の
丸
刻
み
で
、
こ
れ
に
も
顔
料
を
施
す
。４

引
用
の
冒
頭
の
「
白
川
べ
り
」
と
は
、
現
在
の
熊
本
市
中
央
区
迎
町
周
辺
の

こ
と
で
あ
る
。
白
川
に
架
か
る
長
六
橋
の
南
は
地
蔵
祭
り
の
「
造
り
物
」
が
と

く
に
盛
ん
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
白
川
は
現
在
で
も
熊
本
市
の
中
心
部
を
流

れ
る
一
級
河
川
で
あ
る
。
長
六
橋
も
同
じ
場
所
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
長
六
橋

は
一
八
五
七
年
ま
で
は
白
川
に
架
か
る
唯
一
の
橋
で
、
当
時
の
主
要
な
街
道
で

あ
っ
た
日
向
往
還
、
高
森
往
還
、
薩
摩
街
道
、
木
山
往
還
は
迎
町
を
通
過
点
と

し
て
い
る
。
そ
ん
な
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
迎
町
に
は
熊
本
の
商
家
が
集
中
し

て
お
り
、
同
時
に
鍛
冶
屋
や
大
工
と
い
っ
た
職
人
も
多
か
っ
た
。
迎
町
は
江

戸
・
明
治
を
通
じ
て
、
交
通
の
要
所
で
あ
り
、
熊
本
随
一
の
職
人
の
町
で
あ
っ

た
。５
さ
ら
に
、
喜
三
郎
が
生
ま
れ
た
頃
に
は
江
戸
や
大
阪
で
流
行
し
た
見
世
物

が
街
道
沿
い
に
廻
っ
て
き
て
「
か
ら
く
り
物
」、「
見
立
て
細
工
」、「
一
式
飾
り
」

と
言
わ
れ
る
「
造
り
物
」
を
舞
台
上
で
見
せ
、
や
が
て
人
形
師
が
こ
の
地
で
興

行
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
っ
た
。６
実
際
に
人
々
の
往
来
が
多
か
っ
た
旧
街
道

沿
い
に
は
多
様
な
「
造
り
物
」
の
興
行
が
集
中
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

街
道
沿
い
に
は
多
様
な
文
化
が
伝
播
す
る
。
西
日
本
へ
の
「
造
り
物
」
の
伝

播
に
関
し
て
は
三
田
村
佳
子
の
「
灯
火
の
風
流
｣７
に
端
的
で
興
味
深
い
分
析

が
あ
る
。
三
田
村
に
よ
れ
ば
「
京
都
か
ら
東
北
に
向
か
っ
て
は
盆
灯
籠
・
花
灯

籠
と
い
う
灯
籠
風
流
が
海
路
に
沿
っ
た
湊
町
を
核
に
伝
播
し
、
一
方
南
西
に
向

か
っ
て
は
野
菜
か
ら
日
用
品
の
一
式
形
式
の
つ
く
り
物
と
し
て
陸
路
を
介
し
て

展
開
し
た
」。
東
北
に
向
か
っ
た
灯
籠
風
流
と
は
能
登
の
「
キ
リ
コ
」、
津
軽
の

「
ネ
ブ
タ
」
に
代
表
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
北
前
船
な
ど
日
本
海
航
路
の
繁
栄
と
共
に

伝
わ
っ
て
い
っ
た
。
一
方
で
京
都
か
ら
南
西
に
向
か
っ
た
の
は
、「
京
の
上
流

社
会
で
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
盆
灯
籠
」
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
「
台
灯
籠
の

上
部
に
展
開
す
る
華
麗
な
紙
細
工
｣８
で
あ
っ
た
。
こ
の
盆
灯
籠
の
紙
細
工
が
、

農
村
で
は
手
に
入
り
や
す
い
野
菜
を
使
っ
た
細
工
に
な
り
、
や
が
て
矩
形
の
台

も
外
れ
、
京
都
周
縁
で
野
菜
を
使
っ
て
舟
な
ど
の
形
を
つ
く
る
「
造
り
物
」
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ら
と
、日
用
品
や
器
物
な
ど
を
素
材
に
し
た「
一

式
飾
り
」
な
ど
が
、
大
阪
の
商
人
た
ち
に
よ
っ
て
街
道
沿
い
に
伝
わ
っ
た
。

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、現
在
の
熊
本
県
内
で
は
多
様
な
制
作
方
法
の「
造

り
物
」
が
「
日
向
往
還
」「
高
森
往
還
」
と
い
っ
た
旧
街
道
沿
い
に
多
く
残
る
。

江
戸
末
期
に
長
六
橋
の
北
に
は
「
瀬
戸
物
細
工
」、
南
に
は
「
張
抜
細
工
」
が
同

時
に
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
街
道
沿
い
に
伝
わ
っ
て
き
た
造
形
文

化
が
地
区
ご
と
に
奉
納
「
造
り
物
」
と
し
て
定
着
し
て
い
た
。

職
人
の
多
い
町
で
育
ち
、
子
供
の
頃
か
ら
目
立
っ
て
器
用
で
あ
っ
た
喜
三
郎

は
「
か
ら
く
り
物
」
や
「
見
立
て
細
工
」、「
一
式
飾
り
」
で
は
満
足
せ
ず
に
、
手

間
の
か
か
る
「
張
抜
細
工
」
を
採
用
し
写
実
を
極
め
て
い
く
。
そ
れ
が
の
ち
に

「
か
ら
く
り
物
」
な
ど
従
来
の
見
世
物
に
飽
き
た
江
戸
や
大
阪
の
聴
衆
を
惹
き
つ

け
、
生
人
形
は
見
世
物
興
行
の
花
形
と
な
っ
て
い
っ
た
。
引
用
に
あ
る
制
作
方
法

は
、
現
存
す
る
数
少
な
い
喜
三
郎
作
品
に
も
多
く
の
共
通
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。

小
泉
八
雲
の
見
た
地
蔵
祭
り
の
「
造
り
物
」

喜
三
郎
の
地
蔵
祭
り
か
ら
は
お
よ
そ
半
世
紀
ほ
ど
経
つ
が
、小
泉
八
雲
は「
生

と
死
の
断
片
」
の
な
か
で
、
明
治
末
期
の
熊
本
の
地
蔵
祭
り
の
「
造
り
物
」
に
つ

い
て
綴
っ
て
い
る
。

わ
た
く
し
は
、
そ
の
飾
り
も
の
が
、
写
実
的
に
よ
く
で
き
て
い
る
の
に
、
し

ば
ら
く
目
を
み
は
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
ば
へ
寄
っ
て
よ
く
よ
く
見
て
み

る
と
、
な
ん
の
こ
と
、
ト
ン
ボ
の
胴
体
は
、
色
紙
で
く
る
ん
だ
松
の
枝
、
四

枚
の
羽
は
四
つ
の
十
能
、
ぐ
り
ぐ
り
光
っ
た
頭
は
、
小
さ
な
土
瓶
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
も
全
体
が
、
あ
や
し
い
影
の
さ
す
よ
う
に
お
か
れ

た
、
ろ
う
そ
く
の
光
で
照
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
怪
し
い
影
が
、

こ
れ
も
や
は
り
、
工
夫
の
う
ち
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
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こ
れ
な
ぞ
は
、
ま
っ
た
く
、
美
術
的
感
覚
の
す
ば
ら
し
い
実
例
で
あ
る
。
し

か
も
そ
れ
が
、
わ
ず
か
八
歳
の
貧
し
い
家
の
子
ど
も
が
、
ひ
と
り
で
骨
折
っ
て

こ
し
ら
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
じ
つ
に
驚
い
て
し
ま
う
。９

引
用
中
の
ト
ン
ボ
は
極
め
て
簡
素
な
も

の
で
あ
る
が
、
再
利
用
可
能
な
十
能
や
土

瓶
を
使
っ
て
お
り
西
日
本
に
伝
わ
っ
て
き

た「
見
立
て
細
工
」の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
地
蔵
が
あ
っ
た
場
所
は
、
現
在
の
熊

本
市
中
央
区
坪
井
付
近
の
通
り
沿
い
で
あ

る
。
そ
こ
は
、
先
に
挙
げ
た
迎
町
か
ら
三

キ
ロ
ほ
ど
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ

う
な
小
規
模
の
「
見
立
て
細
工
」
の
地
蔵
盆

は
、
大
分
県
大
分
市
、
別
府
市
周
辺
か
ら
阿

蘇
山
麓
に
続
く
旧
豊
後
街
道
を
中
心
に
し
て
南
北
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
筆

者
が
訪
れ
た
地
蔵
祭
り
の
な
か
で
は
、
塚
脇
地
蔵
講
（
大
分
県
玖
珠
郡
玖
珠
町

塚
脇
）
の
様
子
は
八
雲
の
綴
っ
た
地
蔵
祭
り
の
特
徴
が
残
っ
て
い
る
【
図
１
】。

地
蔵
祭
り
は
地
蔵
菩
薩
の
縁
日
で
あ
る
二
四
日
に
行
わ
れ
て
き
た
。
現
在
は

七
月
ま
た
は
八
月
の
二
三
日
、
二
四
日
、
二
五
日
あ
た
り
に
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
蔵
が
路
傍
で
子
供
達
を
守
る
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
地
蔵
祭
り

は
子
供
達
を
中
心
に
し
て
執
り
行
わ
れ
て
き
た
。
八
雲
が
記
す
よ
う
に
「
造
り

物
」
も
子
供
た
ち
が
作
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
最
近
で
は
少
子
化
の
影
響
で
規

模
を
小
さ
く
し
た
り
、
大
人
中
心
で
制
作
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て

い
る
。

現
在
の
熊
本
県
内
の
「
造
り
物
」

熊
本
県
内
で
は
、
現
在
で
も
多
く
の
地
蔵
祭
り
で
「
造
り
物
」
が
制
作
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
な
か
で
地
蔵
祭
り
と
い
う
名
称
を
残
し
て
い
る
の
が
、
宇
土
市

宇
土
の
「
う
と
地
蔵
祭
り
」、
御
船
町
御
船
本
町
通
り
の
「
地
蔵
祭
り
」、
八
代
郡

氷
川
町
宮
原
の
「
地
蔵
祭
り
」、
上
益
城
郡
山
都
町
馬
見
原
の
「
火
伏
地
蔵
祭
り
」

な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
熊
本
市
南
区
城
南
町
の
「
城
南
町
夏
祭
り
」、
上
益
城
郡

益
城
町
木
山
の
「
益
城
町
み
ん
な
の
夏
祭
り
」、
下
益
城
郡
美
里
町
砥
用
の
「
や

ま
び
こ
祭
り
」
な
ど
は
、
地
蔵
祭
り
と
い
う
名
称
は
用
い
て
い
な
い
が
、
地
蔵

菩
薩
の
縁
日
を
中
心
に
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
宇
土
市
小
川
町
の
「
小
川
阿

蘇
神
社
夏
祭
り
」
は
戦
後
に
始
ま
っ
た
夏
祭
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
「
造
り

物
」
が
見
ら
れ
る
。
上
益
城
郡
山
都
町
浜
町
の
「
八
朔
祭
」
は
規
模
の
大
き
い

「
大
造
り
物
」
が
制
作
さ
れ
る
。
阿
蘇
郡
で
は
高
森
町
の
「
高
森
風
鎮
祭
」
や
南

阿
蘇
村
吉
田
新
町
の
「
鎮
火
祭
」
で
は
「
造
り
物
」
の
他
に
「
俄
（
に
わ
か
）」

と
呼
ば
れ
る
民
俗
芸
能
が
演
じ
ら
れ
る
。10
一
方
で
、
山
鹿
市
鹿
本
の
「
か
も
と

招
魂
祭
」
の
よ
う
に
、
以
前
は
作
ら
れ
て
い
た
が
祭
り
の
内
容
が
変
更
さ
れ
て
、

現
在
で
は
制
作
さ
れ
て
い
な
い
祭
り
も
あ
る
。
熊
本
県
内
で
は「
つ
く
り
も
の
」

と
共
に
「
つ
く
り
も
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
殆
ど
で
出
来

栄
え
を
競
う
競
技
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
三
年
間
は
す
べ
て
の
祭
礼
や
行
事
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

受
け
て
い
る
。
筆
者
は
二
〇
一
八
年
の
「
八
朔
祭
」、
二
〇
一
九
年
に
は
「
う
と

地
蔵
祭
り
」、「
火
伏
地
蔵
祭
り
」、
大
分
県
の
「
塚
脇
地
蔵
講
」、「
八
朔
祭
」
の

視
察
を
行
っ
た
。
そ
の
際
に
、
周
辺
地
域
に
は
な
い
規
模
で
制
作
さ
れ
て
い
る

八
朔
祭
「
大
造
り
物
」
を
中
心
に
し
た
研
究
を
進
め
よ
う
と
し
た
が
、
二
〇
二

〇
年
、
二
〇
二
一
年
は
、
八
朔
祭
を
含
む
ほ
ぼ
全
て
の
祭
礼
が
中
止
と
な
っ
た
。

二
〇
二
二
年
に
は
再
開
し
た
祭
礼
も
多
か
っ
た
が
、
準
備
期
間
中
に
第
七
波
と

呼
ば
れ
る
急
激
な
感
染
の
再
拡
大
が
重
な
り
、人
が
集
ま
っ
て
準
備
を
す
る「
造

り
物
」を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。「
う
と
地
蔵
祭
り
」や「
火
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伏
地
蔵
祭
り
」
は
実
施
さ
れ
た
も
の
の
「
造
り
物
」
は
見
送
ら
れ
た
。
一
方
で

「
八
朔
祭
」
や
「
高
森
風
鎮
祭
」
な
ど
は
一
部
の
規
模
縮
小
は
あ
っ
た
も
の
の
以

前
に
近
い
様
子
で
「
造
り
物
」
が
披
露
さ
れ
た
。
二
〇
二
二
年
の
対
応
は
様
々

で
あ
っ
た
。
次
章
以
降
は
、
令
和
四
年
度
に
実
地
調
査
を
行
っ
た
山
都
町
の
八

朔
祭
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
。

山
都
町
・
八
朔
祭
と
起
源

八
朔
祭
は
熊
本
県
山
都
町
浜
町
商
店
街
一
帯
で
九
月
の
第
一
土
曜
日
、
日
曜

日
に
行
わ
れ
、「
大
造
り
物
」
と
呼
ば
れ
る
巨
大
な
造
形
物
が
制
作
さ
れ
る
。
山

都
町
は
平
成
一
七
年
に
矢
部
町
、
蘇
陽
町
、
清
和
村
が
合
併
し
て
で
き
た
町
で

あ
る
。
八
朔
祭
は
旧
矢
部
町
で
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
矢
部
の
八
朔
祭
と
も
呼

ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。『
矢
部
町
史
』11
に
よ
る
と
、
安
土
桃
山
時
代
に
こ
の
地

方
に
伝
わ
っ
て
い
た
豊
年
地
踊
り
や
笹
踊
り
の
人
た
ち
が
、
農
家
の
日
々
の
労

苦
を
慰
め
感
謝
す
る
祭
り
が
八
朔
祭
の
起
源
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
始
ま
り

は
一
七
五
七
（
宝
暦
八
）
年
と
な
っ
て
い
る
。

矢
部
で
は
そ
の
前
年
の
一
七
八
六
（
宝
暦
七
）
年
に
細
川
藩
の
命
に
よ
っ
て

八
朔
の
日
に
豊
穣
祈
願
祭
を
行
な
っ
て
い
る
。『
熊
本
の
祭
り
』
に
よ
る
と
、
こ

の
豊
穣
祈
願
祭
は
「
矢
部
郷
の
不
作
を
心
配
し
た
細
川
藩
が
、
矢
部
手
永
の
庄

屋
に
命
じ
て
豊
年
祈
願
祭
を
行
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。12
し
か
し
、
そ
う
単
純

で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
岩
本
税
の
「
近
世
の
祭
礼
・
諸
興
行
と
民
衆－

上
益

城
郡
矢
部
手
永
を
中
心
と
し
て－

」
に
よ
れ
ば
、
浜
町
を
中
心
地
と
す
る
矢
部

は
藩
庁
の
あ
る
熊
本
か
ら
は
五
〇
キ
ロ
以
上
離
れ
て
い
る
山
間
部
に
あ
り
な
が

ら
、
豊
後
や
日
向
と
隣
接
し
て
い
る
要
所
で
も
あ
っ
た
。
よ
っ
て
浜
町
に
は
裕

福
な
商
家
や
士
族
が
多
く
、
あ
ら
ゆ
る
興
行
も
集
中
し
て
い
た
の
で
、
矢
部
の

人
々
は
熊
本
や
御
船
に
は
出
ず
に
浜
町
に
集
ま
っ
た
。
そ
の
状
況
か
ら
浜
町
を

中
心
に
し
て
矢
部
郷
民
と
し
て
の
連
帯
感
が
強
く
、
そ
れ
故
に
一
揆
の
発
生
率

が
他
地
域
よ
り
も
高
か
っ
た
。13
さ
ら
に
矢
部
地
域
の
歴
史
情
報
を
公
開
し
て

い
る
「
山
都
町
郷
土
史
伝
承
会
」
の
近
年
の
分
析
で
は
、
当
時
の
矢
部
は
藩
の

検
地
に
よ
る
増
税
に
反
対
を
し
て
い
た
地
域
で
あ
っ
た
の
で
、
い
わ
ば
不
満
解

消
の
た
め
に
藩
が
祭
り
を
命
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
当
時
の
歴
史
的
状
況
を

鑑
み
な
が
ら
考
察
し
て
い
る
。14

藩
の
命
に
よ
っ
て
豊
作
祈
願
祭
を
行
っ
た
一
七
八
六
（
宝
暦
七
）
年
は
豊
作

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
翌
年
は
地
元
で
祭
り
を
執
り
行
う
流
れ

に
な
っ
た
。
そ
れ
が
現
在
ま
で
続
く
八
朔
祭
の
始
ま
り
で
あ
り
、
現
在
は
一
七

五
七
（
宝
暦
八
）
年
が
八
朔
祭
の
開
始
年
と
な
っ
て
い
る
。
岩
本
税
が
古
文
書

を
元
に
作
成
し
た
年
表
に
「
八
月
祭
礼
地
踊
り
許
サ
ル
（
宝
暦
八
）」
と
い
う
記

述
が
出
て
く
る
。15
つ
ま
り
、
地
元
で
執
り
行
う
よ
う
に
な
っ
た
豊
作
祈
願
祭
の

初
年
度
に
古
く
か
ら
こ
の
地
に
根
付
い
て
い
た
地
踊
り
を
合
流
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
は
先
の
矢
部
郷
民
と
し
て
の
連
帯
感
と
独
自
性
を
重
ん
じ
る
気
質
の
表
れ

で
あ
り
、
八
朔
祭
を
生
粋
の
矢
部
の
行
事
と
し
て
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
た
矢
部

の
人
々
の
強
い
想
い
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

八
朔
祭
と
「
造
り
物
」

祭
り
の
始
ま
り
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
一
方
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
「
造

り
物
」
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
、
諸
説
混
在
し
て
い
る
。
昭
和
四

四
年
九
月
七
日
の
熊
本
日
日
新
聞
に
は
「
矢
部
八
朔
の
造
り
物
は
、
地
蔵
引
き

か
ら
発
展
し
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。
地
蔵
引
き
と
は
、
各
地
に
い
ま
な
お
残
る

地
蔵
祭
の
一
種
で
、
お
地
蔵
様
を
荷
車
に
乗
せ
町
や
村
の
つ
じ
を
練
り
歩
い
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
い
つ
ご
ろ
か
ら
地
蔵
の
代
わ
り
に
、
造
り
物
を
作
っ
て

引
き
回
し
た
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。｣16
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
直
接
的

に
裏
付
け
る
文
献
は
今
年
度
の
調
査
で
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
浜

町
が
日
向
往
還
の
主
要
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
「
造
り
物
」
が
地
蔵

の
縁
日
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
地
理
的
に
も
近
く
、
同

じ
様
に
日
向
往
還
の
主
要
都
市
で
あ
っ
た
馬
見
原
「
火
伏
地
蔵
祭
り
」
で
は
、
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神
輿
の
上
に
地
蔵
を
乗
せ
て
練
り
歩
く
「
裸
み
こ
し
」
が
現
在
で
も
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
地
蔵
引
き
で
あ
る
。
馬
見
原
で
は
神
輿
の
上
に
「
造
り

物
」
も
乗
せ
て
練
り
歩
く
。
そ
の
馬
見
原
の
「
造
り
物
」
は
、
少
な
く
と
も
一
八

五
八
（
安
政
五
）
年
に
は
現
在
と
同
じ
様
な
趣
向
で
作
ら
れ
て
い
た
。17
馬
見
原

と
同
じ
よ
う
な
「
造
り
物
」
が
矢
部
で
も
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
。

一
方
で
、
山
都
町
下
市
の
下
市
連
合
組
発
行
の
カ
タ
ロ
グ
『
造
り
物

1948-2016』18
の
冒
頭
に
は
「
商
店
の
人
た
ち
は
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
農
家
の
人
た
ち
を
も
て
な
そ
う
と
、
酒
肴
を
用
意
す
る
と
と
も
に
店
先
に

造
り
物
を
飾
り
ま
し
た
。（
中
略
）
造
り
物
も
当
初
は
、
動
か
さ
な
い
据
え
造
り

で
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
も
の
が
、
商
店
街
で
互
い
に
競
い
合
う
う
ち

に
大
き
く
な
り
、
さ
ら
に
（
中
略
）
大
八
車
に
乗
せ
て
町
内
を
回
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
地
蔵
引
き
の
説
と
は
異
な
る
が
、
下
市
連

合
組
は
「
大
造
り
物
」
を
代
表
す
る
団
体
で
、
こ
の
説
が
地
元
に
広
く
伝
わ
っ

て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
近
世
の
浜
町
を
中
心
と
す
る
矢
部
手
永
は
藩
に
一
揆

を
警
戒
さ
れ
る
よ
う
な
勢
力
の
あ
る
土
地
柄
で
あ
る
。
藩
か
ら
み
れ
ば
集
団
行

事
が
最
も
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
土
地
に
根
付
い
て
い
た
地
踊
り
も
「
地

踊
差
止
メ
今
年
迄
相
止
（
寛
政
一
一
）」
と
い
う
記
載
が
示
す
よ
う
に
規
制
さ
れ

て
い
た
。
岩
本
の
年
表
を
参
照
し
て
み
る
と
締
め
付
け
が
強
か
っ
た「
地
踊
り
」

よ
り
も
「
雨
乞
踊
」「
雨
踊
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
収
穫
の
為
の
雨
乞
い
は
、

年
貢
を
納
め
さ
せ
て
い
る
藩
に
と
っ
て
も
禁
止
す
る
理
由
が
な
い
。
雨
乞
踊
は

干
ば
つ
時
の
祈
祷
以
上
の
拡
が
り
を
も
っ
て
、
地
域
の
祭
り
と
し
て
公
然
と
実

施
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
数
多
い
「
雨
乞
踊
」
の
記
述
の
い
く
つ
か
に
「
造
り

物
」
が
登
場
す
る
。「
雨
乞
踊
作
リ
モ
ノ
出
ス
（
天
明
五
）」
や
「
雨
踊
作
モ
ノ

（
寛
政
一
〇
）」、「
浜
町
組
雨
踊
作
モ
ノ
（
寛
政
六
）」
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
一

七
九
八
（
寛
政
一
〇
）
年
の
雨
乞
踊
は
、
矢
部
の
村
々
が
三
カ
所
に
集
ま
っ
て

盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
雨
乞
踊
に
複
数
の
「
造
り
物
」
が
登
場
し
て
い

た
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
一
七
九
九
（
寛
政
一
一
）
年
の
雨
乞
踊
り
は
矢
部
全

体
で
行
わ
れ
浜
町
か
ら
戸
数
の
極
端
に
少
な
い
山
間
僻
地
に
ま
で
出
張
し
て
行

わ
れ
て
い
た
。19
こ
の
と
き
「
造
り
物
」
が
雨
乞
踊
と
共
に
移
動
し
て
い
た
の
な

ら
ば
、
据
え
造
り
の
「
造
り
物
」
が
何
ら
か
の
方
法
で
運
ば
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。
今
後
の
調
査
で
明
ら
か
に
す
べ
き
点
は
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。

「
大
造
り
物
」
の
素
材
に
つ
い
て

八
朔
祭
の
「
大
造
り
物
」
が
他
の
地
域
の
「
造
り
物
」
と
比
べ
て
最
も
異
な
る

の
は
、
自
生
し
て
い
る
山
野
の
植
物
を
表
面
の
素
材
に
使
う
点
で
あ
る
。
山
都

町
八
朔
祭
実
行
委
員
会
が
発
行
し
て
い
る
観
光
客
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
20

に

は
「
大
造
り
物
心
得
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
其
の
一
に
は
「
山
野
に
自

生
す
る
植
物
を
材
料
に
巨
大
な
造
り
物
」と
あ
る
。
植
物
の
代
表
的
な
も
の
は
、

杉
の
葉
、
シ
ュ
ロ
の
皮
、
ど
ん
ぐ
り
、
カ
ズ
ラ
、
ホ
オ
ズ
キ
、
ス
ス
キ
、
萩
の
穂
、

マ
ツ
カ
サ
、
竹
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
材
料
は
近
隣
の
山
野
で
調
達
さ
れ
、

制
作
小
屋
で
取
り
付
け
や
す
い
よ
う
に
加
工
さ
れ
る
【
図
２
】。
よ
く
聞
か
れ

た
の
は
、
温
暖
化
の
影
響
で
植
物
を
調
達
す
る
時
期
が
変
わ
り
、
制
作
時
期
に

確
保
す
る
の
が
難
し
い
植
物
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
ス
ス
キ

の
調
達
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
て
、
近
年
で
は
代
わ
り
に
パ
ン
パ
ス
グ
ラ
ス

を
調
達
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
【
図
３
】。

戦
後
の
「
大
造
り
物
」
を
新
聞
や
カ
タ
ロ

グ
の
写
真
で
見
て
み
る
と
、
制
作
さ
れ
る

の
は
動
物
や
怪
獣
、
伝
記
に
基
づ
い
た
人

物
な
ど
が
多
い
。
特
に
馬
、猪
、ラ
イ
オ
ン
、

虎
、
麒
麟
な
ど
は
繰
り
返
し
登
場
し
て
い

る
。
毛
な
み
の
あ
る
動
物
を
表
現
す
る
に

は
シ
ュ
ロ
の
皮
や
ス
ス
キ
の
穂
は
極
め
て

相
性
が
良
い
よ
う
に
見
え
る
。
近
年
で
は
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赤
系
色
の
鬼
灯
が
加
わ
る
な
ど
使
わ
れ
る

植
物
の
種
類
も
増
え
、
よ
り
形
体
が
複
雑

な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
な
ど
が
登
場
す
る
機

会
も
増
え
て
い
る
。

「
大
造
り
物
」
に
植
物
を
使
う
よ
う
に

な
っ
た
経
緯
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

制
作
の
現
場
で
は
「
自
然
と
の
一
体
感
や

感
謝
の
気
持
ち
の
表
れ
が
植
物
を
使
っ
た

造
り
物
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
見
が

聞
か
れ
た
。
矢
部
は
深
い
森
林
に
抱
か
れ
た
山
深
い
地
域
で
あ
る
。
素
材
が
手

に
入
り
や
す
い
と
い
う
物
理
的
な
条
件
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
の
恵
み
に
対
す

る
感
謝
や
畏
怖
の
念
が
深
く
根
付
い
た
自
然
信
仰
が
根
底
に
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。

「
大
造
り
物
」
の
制
作
に
つ
い
て

現
在
、「
大
造
り
物
」
の
大
き
さ
は
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
（
台
車
込
み
）、
長
さ
五

メ
ー
ト
ル
、
幅
三
メ
ー
ト
ル
以
内
と
決
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
大
規
模
な
も

の
な
の
で
作
る
場
所
の
確
保
に
以
前
は
苦

労
し
た
よ
う
だ
。
現
在
で
は
、
鉄
骨
造
り

の
制
作
小
屋
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

制
作
小
屋
で
二
カ
月
ほ
ど
か
け
て
「
大
造

り
物
」
は
制
作
さ
れ
る
【
図
４
】。

制
作
す
る
の
は
同
じ
地
域
に
住
む
人
々

で
構
成
さ
れ
た
連
合
組
で
あ
る
。「
大
造
り

物
」
は
昭
和
三
八
年
の
よ
う
に
一
四
基
つ

く
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
平
成
元
年
に
六
基
に
な
っ
て
い
る
が
、
戦
後
は
毎

年
、
概
ね
一
〇
基
前
後
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
は
八
連
合
組
と
地
元
の
矢
部
高

校
、
矢
部
小
学
校
、
山
都
町
役
場
の
一
一
基
で
あ
る
。
令
和
四
年
は
八
連
合
組

と
地
元
の
矢
部
高
校
、
山
都
町
役
場
の
一
〇
基
が
制
作
さ
れ
た
。
連
合
組
は
決

し
て
大
き
い
単
位
で
は
な
く
、
制
作
責
任
者
の
も
と
一
〇
人
前
後
の
作
り
手
が

入
れ
替
わ
り
で
制
作
し
て
い
る
。
一
般
の
人
々
が
時
間
を
や
り
繰
り
し
て
集

ま
っ
て
制
作
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、制
作
の
す
べ
て
を
連
合
組
内
で
行
う
。

規
模
や
精
巧
な
作
り
込
み
か
ら
専
門
従
事
者
が
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
が
、

専
門
従
事
者
は
い
な
い
。

ま
た
「
大
造
り
物
」
の
制
作
は
基
本
的
に
非
公
開
で
進
め
ら
れ
て
、
各
団
体

が
ど
の
よ
う
な
も
の
を
作
る
の
か
は
秘
密
に
さ
れ
る
。
小
屋
の
四
方
も
壁
や

シ
ー
ト
で
隠
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
制
作
の
集
中
す
る
八
月
に
商
店
街
を
歩

く
と
シ
ル
エ
ッ
ト
が
透
け
て
見
え
た
り
す
る
が
、
各
連
合
組
も
互
い
に
制
作
物

の
話
題
を
公
然
と
す
る
こ
と
は
避
け
て
い
る
。
秘
密
裏
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
、
作
ら
れ
る
対
象
が
重
な
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
あ

る
。
実
際
に
エ
リ
マ
キ
ト
カ
ゲ
が
大
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
昭
和
五
九
年
に
は
、
作

ら
れ
た
八
基
の
う
ち
三
基
が
エ
リ
マ
キ
ト
カ
ゲ
で
あ
っ
た
。21

「
大
造
り
物
」
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

「
大
造
り
物
」
は
、
対
象
を
大
き
く
巧
く
表
現
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に

世
相
を
反
映
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
加
え
る
こ
と
も
条
件
付
け
ら
れ
て
い
る
。

「
大
造
り
物
心
得
」
の
其
の
二
は
「
世
相
を
風
刺
し
、
政
治
を
皮
肉
り
、
あ
る
い

は
庶
民
の
願
望
な
ど
を
上
品
な
洒
落
を
交
え
た
表
現
を
行
う
」
で
あ
る
。

戦
後
の
熊
本
日
日
新
聞
の
記
事
を
も
と
に
し
て
過
去
に
受
賞
し
た
「
大
造
り

物
」
の
テ
ー
マ
を
見
て
み
る
と
、
世
相
を
反
映
し
た
も
の
が
殆
ど
で
、
そ
れ
ら

は
政
治
や
社
会
問
題
に
向
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
昭
和
二
六
年
は
「
引

揚
促
進
」、「
講
和
の
調
印
」
と
終
戦
後
の
話
題
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。22
昭
和
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四
二
年
に
は
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
怪
獣
が
多
く
登
場
し
て
い
る
が
、
沖
縄
返
還
問

題
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
も
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。23
昭
和
四
四
年
は
ア
ポ

ロ
一
一
号
の
月
面
着
陸
が
あ
っ
た
年
な
の
で
「
宇
宙
へ
飛
び
立
つ
若
鷲
」「
月
よ

り
追
わ
れ
た
ウ
サ
ギ
」
な
ど
が
登
場
し
た
。24
昭
和
四
五
年
は
公
害
が
主
題
と
な

り
「
公
害
を
の
が
れ
て
矢
部
町
へ
」、「
ク
マ
な
く
公
害
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
」

な
ど
の
タ
イ
ト
ル
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。25
昭
和
五
一
年
は
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

に
よ
る
金
権
政
治
の
糾
弾
が
多
く
「
金
権
・
汚
職
今
年
で
断
つ
」
や
「
糾
弾
せ
よ

金
権
政
治
」
な
ど
、
直
接
的
な
タ
イ
ト
ル
が
目
立
っ
て
い
る
。26
昭
和
五
六
年
は

町
内
の
議
長
選
贈
収
賄
事
件
に
関
わ
る
テ
ー
マ
に
集
中
す
る
。「
つ
い
に
来
た

百
条
（
獣
）
の
王
者

矢
部
を
喰
う
」「
荒
れ
る
議
会
獣
」、「
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
に
獅
子
奮
迅
」
な
ど
、
中
央
の
政
治
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
近
い
問
題
で
も

臆
す
る
こ
と
な
く
扱
う
。27
今
年
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
関
連
を
用
い
な
が
ら
も
、
平
和
、
平
穏
に
繋
げ
よ
う
と
す
る
テ
ー
マ

が
多
か
っ
た
。

近
世
の
矢
部
手
永
を
研
究
し
た
先
述
の
論
文
の
な
か
で
岩
本
は
「
民
衆
は
祭

礼
行
事
、
諸
興
行
に
対
し
て
主
体
的
に
積
極
的
に
参
加
し
自
演
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
町
・
村
支
配
統
制
の
圧
迫
か
ら
の
が
れ
よ
う
と
し
た
し
、
そ
の
為
に
手

永
単
位
に
連
帯
結
集
し
て
、
解
放
の
機
会
と
場
を
求
め
た
こ
と
は
否
定
出
来
な

い
｣28
と
論
文
の
ま
と
め
で
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
形
を
変
え
な
が
ら
も

世
相
を
風
刺
す
る
テ
ー
マ
設
定
と
し
て
、現
代
に
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

地
域
性
と
祭
礼
の
継
承
を
考
え
る
上
で
大
変
興
味
深
い
。

「
大
造
り
物
」
の
審
査
に
つ
い
て

優
れ
た
「
大
造
り
物
」
に
は
賞
が
与
え
ら
れ
る
。
商
店
街
の
引
き
回
し
が
終

わ
る
と
、
審
査
会
場
に
「
大
造
り
物
」
を
運
び
、
各
団
体
は
詳
細
な
説
明
を
す

る
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
審
査
員
に
よ
る
採
点
が
始
ま
る
。
採
点
基
準
は
構
想
一

五
点
、
材
料
一
五
点
、
技
術
七
〇
点
、
お
囃
子
一
〇
点
の
合
計
一
一
〇
点
と
決

め
ら
れ
て
い
る
。29
す
べ
て
の
「
大
造
り
物
」
の
採
点
が
終
わ
る
と
、
ま
も
な
く

各
賞
が
観
衆
の
前
で
発
表
さ
れ
る
。
同
じ
地
域
で
行
わ
れ
る
恒
例
の
行
事
と
い

え
ど
も
、
審
査
は
厳
格
に
行
わ
れ
る
。
近
年
、
圧
倒
的
な
確
率
で
金
賞
を
獲
得

し
て
い
る
の
は
下
市
連
合
組
で
あ
る
。
近
年
の
結
果
で
は
、
下
市
連
合
組
は
平

成
一
四
年
か
ら
な
ん
と
一
一
年
連
続
で
金
賞
を
獲
得
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
も

毎
年
の
よ
う
に
金
賞
を
獲
得
し
て
お
り
、
金
賞
を
逃
し
た
の
は
平
成
二
五
年
、

二
六
年
、
三
〇
年
の
三
年
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
三
年
に
金
賞
を
獲
得
し
た
の
は

浦
川
連
合
組
で
あ
る
。
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
令
和
四
年
も
下
市
連
合
組

が
金
賞
を
獲
得
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
平
成
一
四
年
以
降
、
金
賞
を
獲
得
で
き

た
の
は
た
っ
た
二
つ
の
連
合
組
で
あ
る
。30
こ
の
結
果
を
見
て
も
各
地
域
の
バ

ラ
ン
ス
を
み
た
採
点
な
ど
が
一
切
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

三
年
間
見
て
い
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
合
組
に
独
自
性
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
く
る
。
下
市
連
合
組
の
「
大
造
り
物
」
は
多
様
な
要
素
を
ふ
ん
だ
ん
に

盛
り
込
み
、
動
き
の
あ
る
立
体
を
作
り
な
が
ら
も
、
全
体
と
し
て
一
つ
の
世
界

観
に
ま
と
め
る
こ
と
に
長
け
て
い
る
。
他
に
も
動
物
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る

造
形
に
長
け
て
い
る
連
合
組
、
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
的
確
に
作
る
連
合
組

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
の
あ
る
創
意
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

実
際
の
制
作
現
場
の
視
察

「
大
造
り
物
」
の
実
際
の
制
作
に
つ
い
て
、
令
和
四
年
に
下
市
連
合
組
と
新

町
中
連
合
組
の
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
取
材
を
行
っ
た
。
こ
の
章
で
は
筆
者
が

そ
の
際
に
撮
影
し
た
写
真
を
掲
載
す
る
。
植
物
の
採
取
現
場
は
今
年
度
、
取
材

で
き
な
か
っ
た
が
、
制
作
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
作
業
で
あ
り
、
小
屋
で
の
制

作
と
同
時
併
行
で
行
っ
て
い
る
。「
大
造
り
物
」
の
制
作
は
、
八
朔
祭
の
二
か
月

ほ
ど
前
に
小
屋
入
り
し
て
、
残
さ
れ
た
作
品
の
解
体
か
ら
始
ま
る
【
図
５
】。

ま
ず
は
、
新
し
い
「
大
造
り
物
」
の
構
想
を
練
り
、
テ
ー
マ
や
形
を
決
め
て
い

く
。
決
め
方
は
連
合
組
に
よ
っ
て
様
々
で
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
合
議
で
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決
め
る
連
合
組
も
あ
れ
ば
、

責
任
者
が
率
先
し
て
決
め
る

連
合
組
も
あ
る
。
何
を
制
作

す
る
か
が
決
定
し
た
ら
、
土

台
を
組
ん
で
、
骨
組
み
を
作

る
と
こ
ろ
か
ら
立
体
の
制
作

は
始
ま
る
【
図
６
】。
骨
組

み
の
上
に
細
か
く
垂
木
を
入

れ
て
造
形
の
骨
格
が
出
来
上
が
る
。
次
に
細
く
割
い
た
竹
材
を
全
体
に
ま
わ
し

大
ま
か
な
曲
面
を
造
り
あ
げ
る
【
図
７
】。

さ
ら
に
竹
材
の
上
に
は
金
網
が
巻
か
れ
、【
図
８
】
そ
の
上
か
ら
薄
い
ベ
ニ
ヤ

板
を
張
り
込
み
、
ひ
ね
り
の
あ
る
複
雑
な
三
次
曲
面
を
作
り
上
げ
る
【
図
９
】。

作
り
出
す
形
に
応
じ
て
、
金
網
を
巧
み
に
加
工
し
な
が
ら
立
体
の
原
型
を
作
り

出
す
【
図
10
】。
ま
た
植
物
を
芯
に
し
て
、
金
網
で
形
を
固
定
す
る
な
ど
、
あ
る

材
料
で
種
々
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
複
雑
な
形
を
制
作
す
る
【
図
11
】。

今
回
の
制
作
を
見
学
し
て
驚
い
た
の
は
薄
い
ベ
ニ
ヤ
板
の
扱
い
で
あ
る
。
現

代
彫
刻
で
も
た
び
た
び
見
ら
れ
る
手
法
が
こ
こ
で
も
使
わ
れ
て
い
た
。
幅
の
狭

い
短
冊
状
の
ベ
ニ
ヤ
板
を
入
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
作
ら
れ
て
い
た
腕
や

足
な
ど
の
部
分
が
全
体
と
し
て
骨
格
の
あ
る
形
に
ま
と
ま
る
。
さ
ら
に
植
物
を

取
り
付
け
る
前
に
、
板
を
貼
る
こ
と
で
全
体
の
量
感
が
見
や
す
く
な
る
。
平
成

二
〇
年
ご
ろ
か
ら
の
金
賞
を
受
賞
し
て
い
る
「
大
造
り
物
」
に
は
、
造
形
に
大

き
な
動
き
と
ひ
ね
り
が
加
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
造
形
の
難
易
度
が
一

段
上
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
よ
り
迫
真
の
造
形
を
求
め
る
過
程
で
、

様
々
な
造
形
技
術
を
取
り
入
れ
て
更
新
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

最
後
に
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
を
貼
り
付
け
て
、
完
成
と
な
る
が
、
こ
れ
に
も
細

か
い
工
夫
が
見
え
る
。
鳳
凰
を
制
作
し
て
い
る
新
町
中
連
合
組
は
、
鳥
の
毛
並

― 99 ―

近代日本彫刻考(二）山都町の「大造り物」を中心に 芝山昌也

( 8 )
― 98 ―

金沢美術工芸大学 紀要 No.67 2023

( 9 )

【図５】新町中連合組

【図６】新町中連合組

【図７】新町中連合組

【図８】下市連合組
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み
や
鶏
冠
の
瑞
々
し
い
質
感
ま
で
を
追
求
し
て
い
た
【
図
12
】。
嘴
や
爪
な
ど

は
枯
れ
た
材
木
を
使
用
す
る
な
ど
、
繊
細
な
質
感
へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
く
感
じ

ら
れ
た
【
図
13
】。

ま
た
、
動
き
の
大
き
い
エ
ル
ビ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
を
制
作
し
て
い
た
下
市
連

合
組
は
、
跳
ね
上
が
っ
た
衣
類
の
裏
側
ま
で
植
物
を
貼
り
込
む
な
ど
細
部
へ
の

こ
だ
わ
り
に
加
え
て
、
激
し
い
動
き
や
空
間
を
最
大
限
に
活
か
す
ア
プ
ロ
ー
チ

が
強
く
見
ら
れ
た
【
図
14
】【
図
15
】。

制
作
現
場
の
取
材
を
行
っ
た
下
市
町
連
合
組
は
「
エ
ル
ヴ
ィ
ス
世
界
に
愛
を

届
け
た
い
」
と
題
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
や
戦
争
で
苦
し
む
人
々
へ
の
愛
を
訴
え
、

新
町
中
連
合
組
は
「
乱
世
を
鎮
め
る
天
空
の
使
者－

一
日
も
早
く
ホ
ー
ッ
（
鳳

凰
）
と
す
る
世
の
中
に－

」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
平
穏
へ
の
想
い
を
込
め
た
。

三
年
振
り
の
開
催
と
な
っ
た
令
和
四
年
は
下
市
連
合
組
が
金
賞
を
受
賞
、
新

町
中
連
合
組
が
銀
賞
を
受
賞
し
た
【
図
16
】【
図
17
】。
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【図14】下市連合組

【図15】下市連合組

【図17】新町中連合組

【図13】新町中連合組

【図12】新町中連合組

【図16】下市連合組



お
わ
り
に

筆
者
は
、
日
本
近
代
彫
刻
の
黎
明
期
を
考
察
す
る
な
か
で
、
近
代
に
見
落
と

さ
れ
た
明
治
以
前
の
造
形
に
着
目
し
て
き
た
。
明
治
に
先
立
つ
江
戸
時
代
は
彫

刻
の
衰
退
期
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
仏
像
と
都
市
部
に
向
け
ら
れ
た
見

解
で
あ
る
。
地
方
で
は
地
域
に
根
付
い
た
立
体
造
形
が
作
り
続
け
ら
れ
て
い

た
。
熊
本
の
「
造
り
物
」
文
化
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
改
め
て
創
意
工

夫
で
腕
を
磨
き
合
っ
て
き
た
、
日
本
固
有
の
造
形
文
化
の
発
展
過
程
が
読
み
取

れ
た
。

ま
た
、
彫
刻
の
実
作
者
で
あ
る
筆
者
は
「
大
造
り
物
」
の
制
作
の
難
易
度
の

高
さ
に
関
心
を
も
っ
た
。
そ
れ
ら
が
一
般
の
人
々
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
事

を
知
り
、
実
際
の
現
場
を
見
た
い
と
思
っ
た
。
現
場
で
は
全
員
が
楽
し
み
な
が

ら
器
用
に
手
を
動
か
し
て
い
た
。
現
在
、
制
作
の
中
心
に
い
る
の
は
子
供
の
頃

か
ら
憑
か
れ
る
よ
う
に
「
造
り
物
」
を
作
っ
て
き
た
年
代
の
人
た
ち
で
あ
る
。

当
然
、
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
で
今
後
の
継
承
に
つ
い
て
の
見
通
し
は
悪
い
と

の
声
は
あ
る
。
し
か
し
、
今
現
在
が
歴
史
的
に
最
も
成
熟
し
た
「
大
造
り
物
」

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
、
制
作
者
の
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

八
朔
祭
に
は
各
地
か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
る
。
少
な
く
と
も
西
日
本
の
「
造

り
物
」
が
み
ら
れ
る
祭
礼
の
な
か
で
の
集
客
力
は
随
一
で
あ
る
。
一
方
で
、
近

隣
の
馬
見
原
の
火
伏
地
蔵
祭
り
や
高
森
風
鎮
祭
に
比
べ
て
先
行
す
る
研
究
が
少

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
馬
見
原
や
高
森
の
「
造
り
物
」
は
大
阪
や
山
陰
地
方

で
類
似
す
る
も
の
が
現
存
す
る
。
系
統
や
変
遷
な
ど
を
研
究
す
る
手
が
か
り
は

比
較
的
多
い
。
ま
た
、
聞
き
取
り
を
す
る
な
か
で
、「
大
造
り
物
」
は
神
社
に
奉

納
す
る
種
の
も
の
で
は
な
く
、
人
が
人
を
労
っ
た
り
、
楽
し
ま
せ
た
り
す
る
た

め
に
作
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
た
。
こ
れ
は
八
朔
祭
の
起
源
と

も
一
致
す
る
。
一
般
的
に
奉
納
す
る
事
物
は
変
化
を
望
ま
な
い
し
、
記
録
に
残

り
や
す
い
。
逆
に
人
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
目
的
な
ら
ば
大
切
な
の
は
世
相
や

現
場
で
あ
る
。
昭
和
以
前
に
そ
れ
ら
を
正
確
に
記
録
す
る
の
は
難
し
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
近
世
研
究
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
手
が
か
り
が
少
な
い

印
象
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
人
が
人
を
楽
し
ま
せ
る
と
い
う
「
大

造
り
物
」
の
起
源
と
本
質
が
、
他
に
な
い
独
自
の
「
造
り
物
」
を
作
り
上
げ
て
い

る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

本
稿
は
、
制
作
の
現
場
で
の
聞
き
取
り
や
、
発
行
さ
れ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
カ
タ
ロ
グ
類
、
新
聞
、
地
域
の
歴
史
研
究
を
調
査
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

基
本
的
な
情
報
と
し
て
の
祭
り
の
起
源
や
由
来
を
調
べ
る
う
ち
に
、
山
々
に
囲

ま
れ
つ
つ
も
独
自
の
営
み
を
続
け
て
い
た
矢
部
地
域
に
固
有
の
気
質
と
い
う
も

の
が
、
現
在
に
も
祭
礼
空
間
や
現
在
の
「
大
造
り
物
」
に
浮
き
出
て
い
る
こ
と

が
体
感
と
し
て
理
解
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
地
域
に
根
差
し
た
造
形
に
つ
い
て

考
え
る
良
い
指
針
に
な
っ
た
。
筆
者
が
制
作
す
る
立
体
作
品
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
も
還
元
し
て
い
き
た
い
。

今
回
の
実
地
調
査
に
は
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
く
に

下
市
連
合
組
の
橋
本
浩
彰
様
、
新
町
中
連
合
組
の
下
田
隆
一
様
、
岸
本
竜
彦
様

に
は
制
作
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
何
度
も
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
両
連
合
組
の
方
々
に
は
様
々
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
都
町
商
工

会
藤
原
千
春
様
に
は
調
査
の
窓
口
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
山
都
町
観
光
協

会
の
中
嶋
あ
ゆ
み
様
に
は
写
真
の
提
供
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
に
は

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
は
科
研
費
基
盤
研
究
(Ｃ
）「
中
空
構
造
を
持
つ
立
体
造
形
物
の
基
礎
と

彫
刻
表
現
の
実
践
」（
研
究
代
表
者
・
芝
山
昌
也
）
に
基
づ
く
研
究
で
あ
る
。

（
し
ば
や
ま
・
ま
さ
や

彫
刻
専
攻
／
彫
刻
）

（
二
〇
二
二
年
一
一
月
八
日

受
理
）
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註１

芝
山
昌
也
「
近
代
日
本
彫
刻
考
（
一
）『
光
雲
懐
古
談
』
を
め
ぐ
っ
て
」、

『
金
沢
美
術
工
芸
大
学
紀
要
六
三
号
』（
金
沢
美
術
工
芸
大
学
、二
〇
一
九
）。

２

安
本
亀
八
（
一
八
二
六
年
〜
一
九
〇
〇
年
）
熊
本
出
身
の
人
形
師
。

３

大
木
透
『
名
匠

松
本
喜
三
郎
』（
CA
M
K
PRESS
熊
本
現
代
美
術
館
、

二
〇
〇
四
）。
昭
文
堂
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
絶
版
書
籍
の
復
刻
版
。

４

前
掲
『
名
匠

松
本
喜
三
郎
』、
三
〇
頁
。

５

『
歴
史
回
廊
都
市
く
ま
も
と
』（
熊
本
市
、
一
九
八
九
年
）
五
二
頁
を
参
照
。

６

前
掲
『
名
匠

松
本
喜
三
郎
』、
二
九
頁
〜
三
一
頁
。

７

三
田
村
佳
子
「
灯
火
の
風
流
」、『
山
・
鉾
・
屋
台
の
祭
り
研
究
事
典
』（
思

文
閣
出
版
、
二
〇
二
一
）
一
三
八
頁
〜
一
四
九
頁
。

８

前
掲
「
灯
火
の
風
流
」
一
四
三
頁
。

９

小
泉
八
雲
『
東
の
国
か
ら
・
心
』（
恒
文
社
、
一
九
七
五
）、
一
四
一
頁
〜
一

四
二
頁
。

10

熊
本
県
内
「
造
り
物
」
の
見
ら
れ
る
祭
礼
に
つ
い
て
は
、
福
原
敏
男
・
西
岡

陽
子
・
渡
辺
典
子
『
一
式
造
り
物
の
民
俗
行
事－

創
る
・
飾
る
・
見
せ
る

－

』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
六
）
二
四
一
頁
〜
二
四
四
頁
の
「
現
行
一
式
造

り
物
行
事
一
覧
」
参
照
し
た
う
え
で
、
筆
者
に
よ
る
現
況
調
査
を
加
え
て

記
述
し
て
い
る
。

11

矢
部
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
『
矢
部
町
史
』（
一
九
八
三
年
）

12

牛
島
盛
光
編
著
・
白
石
巌
撮
影
『
熊
本
の
祭
り－

熊
本
の
風
土
と
こ
こ
ろ

－

』（
熊
本
日
日
新
聞
社
、
一
九
七
三
年
）、
一
三
八
頁
。

13

岩
本
税
『
近
世
熊
本
の
農
村
と
社
会
』（
岩
本
税
論
文
集
刊
行
会
、
二
〇
一

四
年
）、
一
八
五
頁
〜
二
一
一
頁
の
「
近
世
の
祭
礼
・
諸
興
行
と
民
衆
」
を

参
照
。

14

山
都
町
郷
土
史
伝
承
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
八
朔
祭
の
由
来
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。」
を
参
照
。

15

前
掲
「
近
世
の
祭
礼
・
諸
興
行
と
民
衆
」
表
２
を
参
照
。

16

一
九
六
九
年
九
月
七
日

熊
本
日
日
新
聞
第
４
面
「
矢
部
の
造
り
物

こ

う
し
て
で
き
る
」
を
参
照
。

17

蘇
陽
町
『
蘇
陽
町
史

通
史
編
』（
一
九
九
六
年
）
三
三
三
頁
。

18

下
市
連
合
組
『
造
り
物
1948-2016』（
二
〇
一
六
年
）。

19

雨
乞
い
踊
り
の
記
録
に
つ
い
て
は
す
べ
て
前
掲
の
「
近
世
の
祭
礼
・
諸
興
行

と
民
衆
」
表
２
を
参
照
し
て
い
る
。
表
２
は
著
者
が
、
古
文
書
『
郷
党
歴
代

拾
穂
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
神
事
・
祭
礼
・
諸
興
行
を
月
日
順
に
配
列
し

た
表
で
あ
る
。『
郷
党
歴
代
拾
穂
記
』
の
著
者
は
男
成
大
和
守
寿
（
一
七
二

六
〜
一
八
〇
五
）
が
会
所
記
録
や
旧
記
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

20

大
造
り
物
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
委
員
会
が
二
〇
二
〇
年
一
月
三
一
日
に
発

行
し
た
四
つ
折
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。

21

昭
和
五
九
年
九
月
三
日

熊
本
日
日
新
聞
第
一
五
面
。

22

昭
和
二
六
年
九
月
四
日

熊
本
日
日
新
聞
第
四
面
。

23

昭
和
四
二
年
九
月
三
日

熊
本
日
日
新
聞
第
五
面
。

24

昭
和
四
四
年
九
月
八
日

熊
本
日
日
新
聞
第
四
面
。

25

昭
和
四
五
年
九
月
七
日

熊
本
日
日
新
聞
第
五
面
。

26

昭
和
五
一
年
九
月
六
日

熊
本
日
日
新
聞
第
六
面
。

27

昭
和
五
六
年
九
月
七
日

熊
本
日
日
新
聞
第
一
三
面
。

28

前
掲
「
近
世
の
祭
礼
・
諸
興
行
と
民
衆
」
二
〇
八
頁
を
参
照
。

29

前
掲
の
四
つ
折
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
照
し
た
。

30

受
賞
に
関
し
て
は
該
当
年
の
熊
本
日
日
新
聞
の
記
事
を
参
照
し
て
い
る
。

図
版

【
図
１
】
二
〇
一
九
年

筆
者
撮
影

【
図
２
】〜
【図
４
】
二
〇
二
二
年

筆
者
撮
影

【
図
５
】
二
〇
二
二
年

中
嶋
あ
ゆ
み
氏
撮
影

【
図
６
】〜
【図
17
】
二
〇
二
二
年

筆
者
撮
影
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